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The purose of this questionaire-based study was to investigate the efectivenes of a seminar
on Physical Education on health promtin ， awrens of life-long spor t， and fostering of social 
skills in university students. Folwing seminar atendace ， positive response wer obtained 
from all questions on the original questionaire. Aditonaly ， the respones indicated that 
atending the seminar on Physical Education servd to relieve stres ， foster social skills among 
atendes ， and provide a seting in whic to make new friends. Thus ， the purose of the seminar 
was clearly achievd and was viewd extrmely positively by atendes. Thes results sugest 
that atendace of the seminar on Physical Education can contribute to the improvent of the 
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習」を履修した学生3.4 70 名(男子 2.81 名、女
子1.89 名、集中授業は除く)を対象とした。「体
育演習」の授業は、サッカー (408 名)、バド
ミントン (56 名)、ゴルフ (170 名)、バスケッ
トボール (46 名)、卓球 (587 名)、バレーボー
ル (47 名)、太極拳 (32 名)、ダンス (12 名)、
Physical Fitnes Clas (230 名)、アクアスポー





目の質問について 5 件法 (5 :強くそう思う、












!こ F アシケー卜は より宮内高い教育を実現するため、学斗白骨さんの仰を聞くことを 11 的に ir われて
いぜす 提車にかIずる評価が皆さんの成闘に影曹を及ぱすことはありませんω ご協力をね闘いしますれ
| 訓削体加瞳体育協会 (問い合わせ _ 1
5 あてはまるところに()をつけてく t!.::! い。
隅 11 時間 開H






自授業を除いた普段の運動状況(スポーツ、ジョギングなと) r 0.1 ・2 . :~ . 4 . 5 1 [l! l/ 週
目以卜の官!珂について、厳も吋てはまる数'子に引をつけてくだ 3 い。
[G 強〈そ弓JIjう 4 そう思う 1 と九らでもな，. 2 そう息わ'.い I jとくそう忠わない 1
この開業で体力の制刊を感じた l~';~二口
この授業で髄康に閣する意識がl句l した 仁王互ご"_Z -1"] 




この授業ではストレスを尭散できた 亡E 王二E 正日
この授業は削(筋 IJ.m 久}J) の維持向 lに位以った 仁王王~__CU
リ この酬は髄崩に良い膨曹を与えていると感じた 仁王宝YTIJ
叩 この持輩で人とのつながり州、がった ~ー土:~ 2 I 
H この酬でチムワイの重要性甘んだ 仁王三:玉三二口
12 この担業でリーダーシ y プの重量哨を学んだ 亡E二f二五一一ιよ1
13 この械でコミュニケーシヨン崎酬を学んだ 日二4 :~ヌ?で]
14 この授業で円棚に向か河野力することの重要性を宇んだ ~-"__IJ 
lらこの僻で、モラル、マ←の耐性甘んだ 「玉三 三二日
H i開内併闘の Jf!め仙適切だった 〔三-j-~コ
17 この授業時けてスポーソの妓術向 1".*':# 睡できた L工三二王ヲ三円
18 この慢柴山スポー哨11 について哩僻が両まった ~ー土"ーさ 工」














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① 授 業 を 除 い た普段の運動状況
表3 授業(体育演習)を除いた普段の運動実施回数
運動実施回数 5回/週 4回/週 3回/週 2回/週 1回/週 0回/週
回答数 13 81 197 478 758 145 
回答割合 4% 3% 6% 16% 25% 46% 
表 3に 1週間あたりの「授業を除いた普段
の運動状況 (回数 )J の結果を示す。 1週
間あたりO 回が46 .2%、 1回が24.8% 、 2回が
15.6% 、 3 回が6.4%、 4 回が2.6% 、 5回以上
が 4.3% で、あった O















全10 シラバス中58 件 に 、 「 生 涯 ス ポ ー ッ 」









，体力の向上に取り組んで行く。 1る・・ 1- パートナーとの相互関係といった様々なコミュ
，基礎的な筋力、柔軟性、敏捷性、持久力を高 1- 幅広い年齢層で行われている生涯スポーツの一|ケーションにも焦点をあて・.




がすことができる・・ |しよう。 1- 集団をマネジメントしていく自主的な能力を育
・運動不足の解消、ストレスの発散を図るとと|・生涯スポーツとしての基礎的な技能を修得 |てていってもらいたい。
もに・・ |し・・ 1- 他者とのお互いの良さを認め合い、協力して練
・健康への誘いを目的として、その要素である|・現在も幅広い年齢層の人々に愛好されている。|習し・・
体力向上を主眼に置き・・ 1- 老若男女誰でもプレーできる環境になりつつ |・チーム聞でのコミュニケーション能力を高め、
戸健康へのパスポート"とでもいうようなもの|ある。 1判断共有の楽しさを体感する・・
を得るためには・・ 1- 若年から高齢、様々なレベルlこ応じて楽しめ いコーリング、ヒアリングPを中心として仲間と高
砂スポーツは健康の増進を促すとともに・・ |る・・ |いコミュニケーションを持とうとする意思・・




，健康的な日常生活を送るための・・ |れている・・ |・チー ムビルディングを通じて、 「チー ムで働く
，体力作りと健康増進を目的とする。 1・生涯スポーツにつながる「楽しさ」を重視し |力」、 「考え抜く力』、 「前に踏み出す力」を
川菩来の健康と強く関連する体力要素である筋|た・・ |学んでいく
力と全身持久力・・ 1- 生涯スポーツへのアプローチにしようと・・ l・協調性と積極性を養うこと。
，個々の健康維持・増進のための運動処方を検 1- 生涯を通じてのスポーツが生活文化として・ .1 ・チームビルドを学ぶことも大きな目的のーっと













































































































































































































































































純集計を行ったところ、 O 回が46 .2%、 1 回が
24.8% 、2回が15 .6 % 、3 回が6.4 % 、4 回が2.6 % 、
5回以上が4.3 % であった。このことは対象大学
が体育実技の授業を必修とすることによって、
対象者(大学 l年生) の週 1 回以上の運動実
施率が10% 、週2回以上の実施率が53.8% と
なっていることを意味している o
























厚生労働省は、20 年(平成 12 年)に健康
寿命の延伸等を実現することなどを目標に、
201 年を目途とした 12 1世紀における国民健
康づくり運動(以下健康日本 21)J を策定し
た。それによると、「身体活動・運動」の項で、
「OA H A  
「運動習慣者の増加」を目指しており、 197 年
(平成 9年)に男性で 28.6% 、女性では24.6% で
あった運動習慣者を、 2010 年(平成 2 年)に
はそれぞれ、 39% 、35% 以上を目指して運動
することを調っている O ここでは、「運動習慣
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